
 

 

【大分県 佐伯市】 

１人１台端末の利活用に係る計画 

 

１．１人１台端末を始めとするICT環境によって実現を目指す学びの姿 

１人１台端末や校内ネットワークの整備を中心とするＩＣＴ環境を使用して「個別最適な学び」 

と「協働的な学び」の一体的な充実を実践するために必要なツールとしてＩＣＴ機器を活用して

いる。将来の予想が難しい社会において、情報を活用し何が重要で、何が必要かを主体的に考え、

見出すことは必要である。これらについてデジタルの優位性を生かしながら、児童生徒が学習の

方法やツールなどを自分で選択したり多様な他者と協働したりして、学習者主体の学びを推進し

たい。デジタル情報を活用しながら、情報化社会を生き抜く児童生徒のために情報活用能力の育

成を図っていく。 

２．GIGA第１期の総括 

 ＧＩＧＡスクール構想に基づき端末等の整備、導入等を行ってきた。これまでに児童生徒１

人１台端末の実現や、校内ネットワークの整備、家庭への持ち帰りへの対応に加え、ＡＩドリ

ルや授業支援ツールの導入などを行ってきた。導入により、授業の形態にも変化が見られ、教

職員の働き方改革を促進する要因となった。コロナ禍をきっかけに多くのＩＣＴ機器やツール

が導入され、活用を進めてきたが、現在では、容量の不足や経年使用による機器の不具合等が

確認されるようになってきた。日々学校環境の状況確認や定期的な調査等を実施し、適宜対応

する必要が出てきているところである。今後は維持管理にも努めていく必要がある。 

 

３．１人１台端末の利活用方策 

（日常的な活用場面として以下の場面を想定） 

・児童生徒が自分で調べる場面 

・児童生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面 

・教職員と児童生徒がやりとりする場面 

・児童生徒同士がやりとりする場面 

・児童生徒が自分の特性や理解度・進度に合わせて課題に取り組む場面 

（取組） 

・端末の整備・更新を行い、児童生徒向けの１人１台端末環境を引き続き維持 

・ＧＩＧＡスクール構想を後継実施し、授業や家庭学習での端末活用を促進 

・学習支援システムの効果的な活用と遠隔教育、他校との交流強化 

・希望する不登校児生徒への支援のための活用を推進（遠隔） 

・外国人児童生徒に対する学習支援活用（遠隔・生成ＡＩ等） 

・障がいのある児童生徒や病気療養児等、特別な支援を要する児童生徒の実態等に応じた活用 


